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合併協議会だより 
東部町・北御牧村 

合併協議会だより 
第４号

２００３年２月１７日
　

TOBU

KITAMIMAKI

新新市市名名称称候候補補第第一一次次選選定定結結果果報報告告
（４ページから）

表紙の詳細は６ページ下にあります。表紙の詳細は６ページ下にあります。



　

１
月　

日
開
催
（
於
・
北
御
牧
村
役

１４

場
）
の
新
市
将
来
構
想
策
定
委
員
会
第

４
回
会
議
で
、
新
市
の
基
本
理
念
や
基

本
方
針
な
ど
、
構
想
の
中
核
と
な
る
部

分
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

両
町
村
の
役
場
に
あ
る
指
定
金
融
機

関
（
銀
行
・
J
A
な
ど
）
の
派
出
所
の

取
り
扱
い
を
含
む
こ
の
内
容
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、

新
市
に
な
っ
て
も
庁
舎
に
指
定
金
融
機

関
、
ま
た
は
指
定
代
理
金
融
機
関
の
派

出
所
を
置
く
か
、
そ
れ
に
代
わ
る
収
納

体
制
を
存
続
さ
せ
、
指
定
金
融
機
関
等

は
、
合
併
時
に
一
元
化
を
図
り
、
収
納

２

の
総
合
活
用
計
画
を
す
り
あ
わ
せ
て
調

整
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
共
サ
イ
ン
（
市
町
村
等
が
設
置
す

る
公
共
施
設
等
の
案
内
看
板
）
は
、
新

市
移
行
に
伴
い
、
町
村
名
な
ど
の
書
替

え
等
の
作
業
が
生
じ
る
た
め
、
新
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
含
め
て
デ
ザ
イ
ン

統
一
を
図
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
案
は
、
両

町
村
で
事
前
に
調
整
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
広
告
物
（
看
板
な
ど
）
に
つ
い

て
、
両
町
村
で
差
異
の
な
い
も
の
は
現

行
の
と
お
り
と
し
、
規
制
地
域
以
外
で

も
、
あ
る
程
度
以
上
の
規
模
の
も
の
を

設
置
す
る
場
合
は
、
北
御
牧
村
の
例
に

よ
り
届
出
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
部
町
の
例
に
よ
り
推
進
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
町
村
の
上
水
道
事
業
は
合
併
後
も

現
行
の
と
お
り
継
続
し
、
組
織
及
び
会

計
は
合
併
時
に
統
合
を
行
う
こ
と
、
ま

た
北
御
牧
村
の
上
水
道
事
業
に
関
す
る

一
部
事
務
組
合
（
小
諸
市
外
一
町
ニ
ヶ

村
御
牧
ヶ
原
水
道
組
合
、
望
月
町
外
１

村
水
道
企
業
団
）
は
、
合
併
後
新
市
と

し
て
組
合
の
構
成
団
体
に
加
わ
り
、
現

状
を
存
続
す
る
方
向
で
協
議
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
水
道
の
料
金
体
系
・
料
金
額
及
び

徴
収
方
法
は
、
新
市
発
足
後
も
当
面
の

間
は
現
行
の
と
お
り
継
続
し
、
新
市
に

お
い
て
統
一
に
向
け
た
調
査
研
究
を
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
道
の
新
設
・
改
造
工
事
の
際
に
か

か
る
分
担
金
の
区
分
や
金
額
や
、
水
源

対
策
を
目
的
と
し
た
特
別
分
担
金
の
制

度
に
つ
い
て
は
、
東
部
町
の
も
の
に
統

一
、
継
承
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

１
月　

日
に
開
催
（
東
部
町
勤
労
者

２８

会
館
）
さ
れ
た
会
議
で
は
、
昨
年　

月
１２

　

日
か
ら
、
今
年
１
月　

日
ま
で
実
施

１０

１０

さ
れ
た
新
市
名
称
候
補
の
応
募
結
果
を

元
に
、
選
定
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
候

補
は　

作
品
に
絞
ら
れ
た
こ
と
が
報
告

５２

さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
）

　

１
月　

日
に
行
わ
れ
た
会
議
で
は
、

３０

将
来
構
想
の
原
案
が
決
定
さ
れ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
永
井
靖
二
委
員
長
か
ら

土
屋
会
長
へ
原
案
が
手
渡
た
さ
れ
ま
し

た
。

　

農
業
委
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
合

併
特
例
法
を
適
用
し
、
新
市
発
足
後
、

１
年
間
在
任
と
し
て
、
そ
の
定
数
は　
２６

人
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
合
併
後
最
初

に
行
わ
れ
る
農
業
委
員
の
選
挙
で
は
、

旧
町
村
を
区
域
と
す
る
２
つ
の
選
挙
区

を
設
け
、
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は

　

人
と
す
る
こ
と
、
農
業
委
員
会
の
選

２０任
に
よ
る
委
員
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
等
の
法
令
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
農
業
協
同
組
合

各
１
人
、
農
業
共
済
組
合
１
人
、
議
会

推
薦
５
人
以
内
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
市
に
お
け
る
都
市
計
画
区
域
（
現

状
は
東
部
町
の
区
域
に
し
か
設
定
さ
れ

て
い
な
い
）
に
あ
る
土
地
（
一
部
を
除

く
）
及
び
家
屋
の
所
有
者
に
都
市
計
画

  
第
５
回
会
議
の
内
容 

報

告

事

項

  
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

  
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
新
市
将
来
構
想
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
 　

第
５
回
会
議

  
新
市
将
来
構
想
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
 
第
４
回
会
議

　

平
成　

年
１
月　

日
の
午
後
２
時
か

１５

２０

ら
、
東
部
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
堂

で
第
５
回
会
議
が
、
続
い
て
2
月
5
日

の
午
後
２
時
か
ら
、
北
御
牧
村
役
場
講

堂
で
、
第
６
回
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

  
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

代
理
金
融
機
関
は
郵
便
局
（
収
納
代
理

郵
便
官
署
）
も
指
定
す
る
方
向
で
、
協

議
を
進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
記
録
や
税
金
、
福
祉
関
係
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
基
幹
業
務
系
の
電
算
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
東
部
町
の
シ
ス

テ
ム
に
統
合
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

東
部
町
の
「
ひ
ま
わ
り
病
院
」、
北
御

牧
村
の
「
北
御
牧
村
温
泉
診
療
所
」
等

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
施
設
を
継
承

し
、
財
産
は
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
組
織

を
一
本
化
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
診

断
書
な
ど
の
文
書
料
等
で
差
異
の
あ
る

も
の
は
、 料
金
の
低
い
「
ひ
ま
わ
り
病

院
」
の
料
金
に
一
本
化
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
部
町
で
計
画
し
て
い
る
田
中
中
央

団
地
（
仮
称
）、
北
御
牧
村
で
計
画
し
て

い
る
島
川
原
住
宅
団
地
・
羽
毛
山
住
宅

団
地
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
予
定
ど

お
り
進
め
、
こ
れ
ら
以
外
の
合
併
後
に

お
け
る
建
替
え
等
建
設
計
画
は
、
双
方

協

議

事

項

  
会
計
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
電
算
シ
ス
テ
ム
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
病
院
・
診
療
所
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
公
営
住
宅
建
設
事
業
の

　
　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

  
公
共
サ
イ
ン
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
屋
外
広
告
物
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
上
水
道
企
業
組
織
の

　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

  
上
水
道
使
用
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
上
水
道
送
配
水
管
等

　
  
分
担
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
第
６
回
会
議
の
内
容 

報

告

事

項

  
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
 
第
２
回
会
議

協

議

事

項

  
地
方
税
の
取
扱
い

　
　
　
（
そ
の
２
）
に
つ
い
て



３

て
は
、
北
御
牧
村
の
例
（
年
利
１
・

０
％
以
内
・
一
般
貸
付
は
６
年
以
内

で
、
中
核
的
農
業
者
は　

年
以
内
の

１２

補
給
期
間
） に
よ
り
継
続
し
、 審
査
機

関
等
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て

統
合
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
東
部
町
の
み
に
あ
る
こ
の

制
度
は
、
新
市
に
お
い
て
も
東
部
町

の
例
に
よ
り
継
続
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
等
の
決
定
、
変
更
を
審

議
す
る
都
市
計
画
審
議
会
は
、
新
市
に

お
い
て
設
置
し
、
委
員
に
つ
い
て
は
、

新
市
全
域
か
ら
選
出
、
定
数
は　

名
以

１５

内
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

既
存
の
東
部
都
市
計
画
は
、
新
市
都

市
計
画
に
名
称
を
変
更
し
、
北
御
牧
村

の
区
域
に
つ
い
て
は
都
市
計
画
区
域
に

つ
い
て
は
指
定
す
る
方
向
で
基
礎
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
振
興
資
金
や
小
規
模
企
業

事
業
資
金
等
、
商
工
業
に
関
す
る
制
度

た
う
え
で
、
４
月
以
降
に
決
定
さ
れ
ま

す
。

資
金
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
商

工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
東
部
町
の

例
に
よ
り
統
一
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

利
子
補
給
の
対
象
資
金
に
つ
い
て
は
、

東
部
町
の
例
に
よ
り
統
一
し
、
補
給
率

に
つ
い
て
は
年
利
０
・
６
%
、
利
子
補

給
の
期
間
は
、
北
御
牧
村
の
例
に
よ
り

　

ヶ
月
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

３６た
。

　

今
回　

項
目
あ
っ
た
協
議
事
項
の
う

１８

税
を
課
税
し
、
税
率
等
の
課
税
要
件
や

税
金
の
納
期
に
つ
い
て
は
、
東
部
町
の

も
の
を
継
承
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
、
北
御
牧
村
の
み
に
あ
る
こ
れ

ら
農
業
に
関
す
る
３
つ
の
制
度
は
、
新

市
に
お
い
て
も
北
御
牧
村
の
例
に
よ
り

継
続
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
の
融
資
を

受
け
て
、
経
営
の
規
模
拡
大
や
効
率
化

を
図
る
農
業
者
の
借
り
入
れ
金
利
負
担

を
軽
減
し
、
農
家
の
経
営
安
定
を
図
る

こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お

り
継
続
し
、
審
査
機
関
等
は
、
新
市
に

お
い
て
統
合
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

農
業
近
代
化
資
金
の
融
資
を
受
け
て
、

経
営
の
近
代
化
等
を
図
る
農
業
者
の
借

り
入
れ
金
利
負
担
を
軽
減
し
、
農
家
経

営
の
近
代
化
を
図
る
こ
の
制
度
に
つ
い

第６回会議（北御牧村役場講堂）

　

平
成　

年
1
月　

日
の
午
後
２
時
か

１５

１４

ら
北
御
牧
村
役
場
で
開
催
さ
れ
た
第
４

回
目
の
会
議
で
は
、
今
ま

で
議
論
し
て
き
た
積
み
重

ね
の
結
果
で
あ
る
将
来
構

想
第
３
次
原
案
に
基
づ
い

て
、
構
想
の
骨
子
と
な
る

新
市
の
基
本
理
念
や
将
来

像
に
つ
い
て
の
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
続
く
１
月

　

日
（
於
・
東
部
町
舞
台

３０が
丘
会
館
）
の
第
５
回
会

議
で
は
、
最
終
の
原
案
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
原
案
は
合
併
協
議

会
へ
提
案
さ
れ
審
議
を
経

た
後
、
３
月
以
降
に
両
町

村
で
各
集
会
ご
と
に
住
民

懇
談
会
を
開
催
し
、
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

  
合
併
協
議
会

　
　
 
委
員
の
変
更

 
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

新
委
員　
　
　
　

旧
委
員

 （
東
部
町
）

　

柳
橋　
　

勝　
　

土
屋　

静
一

　

田
中　

金
吾　
　

福
島　

利
郎

 （
北
御
牧
村
）

　

千
葉　

謙
一　
　

赤
尾　

邦
敏
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

  
新
市
将
来
構
想
策
定
委
員
会

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

　
　
　
　
 
第
４
回
・
第
５
回
会
議

  
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
利
子

  
補
給
制
度
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
認
定
農
業
者
育
成
推
進
資
金
利
子

  　

補
給
制
度
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
都
市
計
画
決
定
・
認
可

　
　

事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
の

　
　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

第５回会議（東部町舞台が丘会館）

  
農
地
流
動
化
助
成
事
業
の
取
扱
い

  
経
営
体
育
成
特
別
融
資
制
度

　
　
　

資
金
利
子
補
給
の
取
扱
い

  
肉
用
牛
飼
育
型
事
業
の

　
　
　
　
　
  
取
扱
い
に
つ
い
て

  
農
業
近
代
化
資
金
融
資
利
子

  
補
給
制
度
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  
都
市
計
画
審
議
会
の

　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

  
中
小
企
業
各
種
制
度
資
金
の

　
　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

  
次
回
へ
持
ち
越
さ
れ
る

　
　
　
　

協
議
事
項
に
つ
い
て

ち
、
次
の
６
項
目
は
次
回
（
第
７
回
）

会
議
で
協
議
さ
れ
ま
す
。

○
新
市
将
来
構
想

○
農
林
漁
業
体
験
実
習
館
等
農
林
業
施

　

設
の
取
扱
い

○
同
和
対
策
農
業
近
代
化
施
設
の
取
扱

　

い
○
土
地
改
良
区
の
取
扱
い

○
B
S
E
（
い
わ
ゆ
る
狂
牛
病
）
対
策

　

の
取
扱
い

と と



地域別応募者数 

不明0.2％ 
県外2.7％ 両町村以外の 

県内4.7％ 

東部町 
72.8％ 

北御牧村 
19.6％ 
北御牧村 
19.6％ 

東部町 

北御牧村 

両町村以外の県内 

県外 

不明 

地域別応募者数 

応募形態 

80-89歳2.7％ 
90歳代0.1％ 不明1.7％ 

0-9歳6.4％ 

10-19歳 
23.1％ 

20-29歳5.6％ 

30-39歳 
7.5％ 40-49歳 

9.9％ 
40-49歳 
9.9％ 

50-59歳 
14.0％ 

60-69歳 
17.6％ 

70-79歳 
11.3％ 
70-79歳 
11.3％ 

90歳代 

80歳-89歳 

70歳-79歳 

60歳-69歳 

50歳-59歳 

40歳-49歳 

30歳-39歳 

20歳-29歳 

10歳-19歳 

0歳-9歳 

不明 

一人当たりの応募数 

2-9通 
25.7％ 
2-9通 
25.7％ 

10-20通0.3％ 30通以上0.1％ 
不明0.1％ 

１通のみ 
73.7％ 

メール0.3％ 
官製はがき1.3％ 

その他の紙0.7％ 
ファックス1.6％ 
インターネット 
　6.7％ 

専用はがき 
89.5％ 

30通以上 

10-20通 

2-9通 

１通のみ 

不明 

専用はがき 

インターネット 

ファックス 

メール 

官製はがき 

その他の紙 
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４

　
　

東
御
牧
市　
　

ヒ
ガ
シ
ミ
マ
キ

２８
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ズ
マ
ミ
マ
キ

　
　

ひ
だ
ま
り
市　

ヒ
ダ
マ
リ

２９
　
　

日
と
風
の
市　

ヒ
ト
カ
ゼ
ノ

３０
　
　

ひ
ま
わ
り
市　

ヒ
マ
ワ
リ

３１
　
　

平
和
市 　
　
　

ヘ
イ
ワ

３２
　
　

北
東
市　
　
　

ホ
ク
ト
ウ

３３
　
　

牧
田
市　
　
　

マ
キ
タ

３４
　
　

美
駒
市　
　
　

ミ
コ
マ

３５
　
　

美
里
市 　
　
　

ミ
サ
ト

３６
　
　

み
す
ず
市　
　

ミ
ス
ズ

３７
　
　

御
東
市 　
　
　

ミ
ト
ウ

３８
　
　

み
ど
り
市　
　

ミ
ド
リ

３９
　
　

緑
市 
　
　
　

ミ
ド
リ

４０
　
　

緑
山
市 　
　
　

ミ
ド
リ
ヤ
マ

４１
　
　

み
ま
き
市　
　

ミ
マ
キ

４２
　
　

御
牧
市 　
　
　

ミ
マ
キ

４３
　
　

美
牧
市 　
　
　

ミ
マ
キ

４４
　
　

御
牧
縣
市　
　

ミ
マ
キ
ア
ガ
タ

４５
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
マ
キ
ガ
タ

　
　

み
ま
き
野
市　

ミ
マ
キ
ノ

４６
　
　

御
牧
野
市　
　

ミ
マ
キ
ノ

４７
　
　

御
和
市　
　
　

ミ
ワ

４８
　
　

湯
の
牧
市　
　

ユ
ノ
マ
キ

４９
　
　

湯
の
丸
市　
　

ユ
ノ
マ
ル

５０ 
　
　

湯
牧
市　
　
　

ユ
マ
キ

５１
　
　

雷
電
市　
　
　

ラ
イ
デ
ン

５２

№　

名
称 
　
　
　

フ
リ
ガ
ナ

１　

県
市 
　
　
　

ア
ガ
タ

２　

あ
け
ぼ
の
市　

ア
ケ
ボ
ノ

３　

あ
さ
ま
市　
　

ア
サ
マ

４　

浅
間
市 　
　
　

ア
サ
マ

５　

海
野
市 　
　
　

ウ
ン
ノ

６　

輝
未
市 　
　
　

カ
ガ
ミ

７　

京
之
牧
市　
　

キ
ョ
ウ
ノ
マ
キ

８　

く
る
み
市　
　

ク
ル
ミ

９　

胡
桃
市　
　
　

ク
ル
ミ

　
　

こ
ま
き
市　
　

コ
マ
キ

１０
　
　

駒
里
市 　
　
　

コ
マ
サ
ト

１１
　
　

滋
野
市 　
　
　

シ
ゲ
ノ

１２
　
　

し
な
の
市　
　

シ
ナ
ノ

１３
　
　

田
中
市 　
　
　

タ
ナ
カ

１４
　
　

小
県
市 　
　
　

チ
イ
サ
ガ
タ

１５
　
　

千
曲
野
市　
　

チ
ク
マ
ノ

１６
　
　

東
信
市　
　
　

ト
ウ
シ
ン

１７
　
　

東
部
御
牧
市　

ト
ウ
ブ
ミ
マ
キ

１８
　
　

東
北
市 　
　
　

ト
ウ
ホ
ク

１９
　
　

東
牧
市　
　
　

ト
ウ
マ
キ

２０
　
　

東
御
市　
　
　

ト
ウ
ミ

２１
　
　

東
上
田
市　
　

ヒ
ガ
シ
ウ
エ
ダ

２２
　
　

東
信
濃
市　
　

ヒ
ガ
シ
シ
ナ
ノ

２３
　
　

東
し
な
の
市　

ヒ
ガ
シ
シ
ナ
ノ

２４
　
　

東
信
州
市　
　

ヒ
ガ
シ
シ
ン
シ
ュ
ウ

２５
　
　

東
千
曲
市　
　

ヒ
ガ
シ
チ
ク
マ

２６
　
　

東
牧
市　
　
　

ヒ
ガ
シ
マ
キ

２７

新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会

  
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会

第
２
回
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
  
第
２
回
会
議

　

１
月　

日
の
午
後
２
時
か
ら
、
東
部

２８

町
勤
労
者
会
館
で
２
回
目
の
会
議
が
開

催
さ
れ
、
先
般
実
施
し
た
新
市
名
称
候

補
の
応
募
結
果
の
報
告
や
、
名
称
候
補

作
品
の
選
定
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
３　

１
２
６
件
、
１　

１

３
２
種
類
、
２　

１
４
８
名
の
皆
様
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
こ

の
膨
大
な
種
類
の
中
か
ら　

種
類
が
選

５２

定
（
第
１
次
選
定
）
さ
れ
、
次
回
会
議

（
２
月　

日
）
で
さ
ら
に
候
補
の
絞
り

１４

込
み
を
行
い
、
２
月　

日
の
合
併
協
議

２６

会
へ
提
案
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

東
部
町
・
北
御
牧
村
両
町
村
の
み
の

応
募
者
を
合
せ
る
と
、
全
体
の　

・
４

９２

％
で
、
両
町
村
の
各
小
、
中
、
高
等
学

校
に
応
募
箱
を
設
置
し
た
こ
と
か
ら
、

児
童
・
生
徒
の
応
募
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、　

代
の
皆
さ
ん
は　

・
１
％
を
占

１０

２３

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、　

代
、　

代
の

５０

６０

皆
さ
ん
の
関
心
は
高
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
が
、　

代
、　

代
の
関
心
は
や
や

２０

３０

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
あ
た
り
の

応
募
数
は
、
１
通
が
ほ
と
ん
ど
で
、
２

通
以
上
応
募
し
て
い
る
方
が
全
体
の
約

　

％
、
中
に
は　

通
以
上
応
募
さ
れ
た

２０

３０

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
応
募
形
態
は
専

用
の
は
が
き
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く

約　

％
、
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

９０
の
も
の
と
、
メ
ー
ル
に
よ
る
も
の
を
合

せ
て
７
％
と
い
う
結
果
と
な
り
、
こ
の

中
に
は
少
数
で
す
が
海
外
か
ら
の
応
募

も
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
下
の
表
は
第
１
次
選
定
で
の

候
補
名
称
一
覧
で
す
。

   

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

第
一
次
選
定
結
果

名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名
称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称
候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

  　
　
 
名
称
候
補
一
覧
表  （　
音
順
）

５０

, ,

,

　円グラフは、四捨五入に
よる端数処理のため、比率
の合計は必ずしも１００％と
はなりません。
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５

　

名
称
選
考
で
は
、
応
募
の
あ
っ
た
名

称
の
う
ち
、「
千
曲
市
」
と
こ
れ
に
関
連

す
る
名
称
が
、
更
埴
市
・
戸
倉
町
・
上

山
田
町
合
併
協
議
会
で
使
用
す
る
こ
と

が
先
行
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
選

定
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
名

称
の
フ
リ
ガ
ナ
が
無
い
も
の
や
、
応
募

者
の
連
絡
先
が
不
明
な
も
の
、
数
字
や

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
使
っ
た
作
品
な
ど

も
選
定
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。

 
東
部
町 

 
経　

緯 

　

昭
和　

年
、
田
中
町
と
祢
津
村
そ
し

３１

て
和
村
の
１
町
２
村
が
合
併
す
る
際
に
、

当
時
の
合
併
協
議
会
で
新
町
名
の
公
募

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
候
補
と
し
て

「
千
曲
町
」「
高
嶺
町
」「
美
里
町
」「
久

留
美
町
」
な
ど
の
名
称
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
田
中
町
が
「
田
中
町
」
を
主

張
し
た
た
め
、
折
り
合
い
が
つ
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
３
町
村
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
命
名
委
員
を
選
出
し

て
研
究
を
し
た
結
果
、「
新
町
名
は
公

募
の
中
か
ら
地
方
事
務
所
長
に
一
任
し

て
、
各
町
村
の
理
事
者
と
協
議
を
行
い

決
定
を
行
う
が
、
将
来
新
し
い
町
名
が

町
民
・
町
政
の
運
営
に
と
っ
て
支
障
が

あ
る
場
合
は
、
名
称
変
更
の
手
続
き
を

し
て
、
議
会
の
議
決
を
経
て
変
更
す
る

こ
と
に
協
力
す
る
。」と
い
う
内
容
の
協

議
書
を
取
り
交
わ
し
、
地
方
事
務
所
長

に
よ
り
「
東
部
町
」
と
命
名
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

 
由　

来 

　

当
時
の
合
併
し
た
３
町
村
が
小
県
郡

の
東
部
に
位
置
し
て
い
て
、
経
済
的
・

文
化
的
に
も
一
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
し
て

い
た
地
域
で
あ
り
、
大
正
末
期
か
ら
４

か
町
村
（
滋
野
村
も
含
む
）
で
東
部
実

科
中
等
学
校
（
現
・
東
部
高
校
）
を
設

置
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
東
部
町
」
と

決
定
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

 
北
御
牧
村 

 
経　

緯 

　

近
代
的
自
治
制
度
で
あ
る
「
市
制
町

村
制
」
の
施
行
に
伴
い
、
明
治　

年
の

２１

内
務
大
臣
訓
令
に
基
づ
き
、
全
国
的
に

行
わ
れ
た
合
併
、
俗
に
い
う
「
明
治
の

大
合
併
」
に
よ
り
、
明
治　

年
、
当
時

２２

の
八
重
原
村
・
羽
毛
山
村
・
布
下
村
・

島
川
原
村
・
大
日
向
村
・
下
之
城
村
の

６
村
が
合
併
し
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
「
御
牧
村
」
と
名
乗
り
た
い

と
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
南
御
牧

村
（
現
左
の
浅
科
村
の
一
部
）
と
い
う

村
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
北
御
牧
村

と
な
り
ま
し
た
。

 
由　

来 

　

現
在
の
北
御
牧
村
、
望
月
町
、
浅
科

村
、
立
科
町
そ
し
て
小
諸
市
の
一
部
を

含
む
御
牧
ヶ
原
台
地
一
帯
は
、
平
安
時

代
よ
り
「
望
月
牧
」
と
呼
ば
れ
、
皇
室

領
の
牧
の
一
つ
で
あ
り
、
勅
旨
牧

（
ち
ょ
く
し
ま
き
）
ま
た
は
「
御
牧

（
み
ま
き
）」
と
呼
ば
れ
、
中
央
の
役
所

の
管
轄
下
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
勅
旨

牧
で
飼
育
さ
れ
た
駿
馬
は
、
当
時
の
天

皇
を
は
じ
め
と
し
て
、
皇
族
や
貴
族
へ

献
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
御
牧
村
の
地
域
は
、
こ
の
由
緒
あ

る
望
月
牧
の
北
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
共
サ
イ
ン
の
簡
単
な
例
と
し
て
は
、

役
場
や
文
化
会
館
等
の
施
設
、
あ
る
い

は
公
園
や
観
光
名
所
へ
の
案
内
表
示
看

板
と
か
、
河
川
や
道
路
の
表
示
看
板
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
目
的
に
つ
い
て
も
、

誘
導
し
た
り
規
制
を
行
う
も
の
、
ま
た

文
化
財
の
説
明
を
行
う
も
の
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
公
共
サ
イ
ン
は
街
を
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
の
補
助
的
な
施
設

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
サ
イ
ン
は
、
誰
に
で
も
わ
か
り

や
す
く
、
ま
た
景
観
に
配
慮
し
な
が
ら

設
置
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
う
ま

く
使
え
ば
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

両
町
村
の
名
称
に

  
両
町
村
の
名
称
に

関
す
る
経
緯
と
由
来

　
　

関
す
る
経
緯
と
由
来

　

ズ
バ
リ
、
新
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で

す
。
東
部
町
と
北
御
牧
村
が
合
併
し
た

場
合
に
、
将
来
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
く
か
、
基
本
理
念
や
将
来

像
を
ま
と
め
た
も
の
が
将
来
構
想
で
す
。

そ
れ
を
元
に
、
今
度
は
財
政
計
画
な
ど

を
含
め
た
新
市
の
建
設
の
基
本
方
針
で

あ
る
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
建
設

計
画
）」を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
計
画
で
は
、
将
来
構
想

を
基
本
と
し
て
、 「
じ
ゃ
あ
新
市
の
道
路

は
ど
う
ゆ
う
ふ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
の

か
？
、
生
涯
学
習
や
保
健
福
祉
事
業
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
」
な
ど
、

具
体
的
な
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
両
町
村
の
現
状
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
合
併
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
将

来
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
検
証

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
具

体
的
に
地
域
が
ど
の
よ
う
な
街
に
な
る

の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
将
来
の

地
域
づ
く
り
に
対
す
る
期
待
や
合
併
の

是
非
な
ど
を
検
討
す
る
材
料
の
ひ
と
つ

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
市
の
名
称
は
、
新
市
名
称
候
補
選

定
小
委
員
会
（
６
名
）
で
５
候
補
ま
で

絞
ら
れ
た
後
、
最
終
的
に
２
月
の
合
併

協
議
会
で
提
案
さ
れ
、
３
月
の
協
議
会

会
議
で
協
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
協
議

会
で
議
論
が
つ
か
ず
決
定
で
き
な
い
よ

う
な
場
合
、
方
法
の
一
つ
と
し
て
提
案

さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

合
併
か
わ
ら
ば
ん 

合併Q＆A

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

  
将
来
構
想
っ
て
の
が
、
イ
マ
イ

  
チ
よ
く
わ
か
ら
ん
の
だ
が
。

  
合
併
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

  
い
の
に
な
ん
で
将
来
構
想
を
つ

  
く
る
必
要
が
あ
る
の
？

  
新
市
の
名
称
は
、
あ
る
程
度
候

  
補
が
絞
ら
れ
て
き
た
ら
、
住
民

  
投
票
で
決
め
ら
れ
る
の
か
な
？

  
協
議
会
の
会
議
に
出
て
き
た

  
「
公
共
サ
イ
ン
」
っ
て
な
ん
で

  
す
か
？

　

公
共
サ
イ
ン
の
例

公
共
サ
イ
ン
の
例

北御牧村の例 （八重原） 東部町の例（鞍掛）



６

◇新市まちづくり計画（将来構想）に関する地元説明会について

　新しい市のまちづくりをどのように行っていくのか？‥‥昨年

実施した両町村にお住まいの１６歳以上の皆さんを対象としたアン

ケートから、貴重なご意見をいただきながら作成した、新市将来

構想の原案が完成しました。前のページにもありますが、合併協

議会で了承されれば、３月以降に各町村で地元説明会を開催いた

します。日程については現在調整中でございますが、決定次第お

知らせいたしますので、是非参加していただきますようお願いい

たします。

◇ご意見・お問い合わせについて

　合併協議会では、住民の皆さまのご意見を踏まえながら両町村

の合併の検討を行いますので、合併に関するご意見がございまし

たら、事務局までお寄せください。
　東部町・北御牧村合併協議会事務局
　〒３８９-０５９２　長野県小県郡東部町大字県２８１番地２　東部町舞台が丘会館内
　TEL０２６８-６４-５８１４  FAX ０２６８-６４-５８７８　mail: info@tk-gappei.jp

江
戸
時
代
初
期
の
承
応
２
年
（
１
６
５

３
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
に

お
い
て
の
こ
の
世
紀
的
な
大
土
木
工
事

の
完
成
は
た
だ
驚
嘆
で
す
。

蓼
科
山
の
中
腹
の
湧
き
水
を

延
々
と
約　
　

以
上
も
引
き
、

５０
km

台
地
上
の
全
耕
地
に
灌
漑
の

網
の
目
を
か
け
、
水
大
将
に

よ
り
一
糸
乱
れ
ぬ
水
統
制
を

図
っ
た
の
で
す
。

○ 
桝 
場
の
番
小
屋

ま
す

　

一
方
、
や
は
り
雨
水
の
少

な
い
東
部
町
、
町
内
を
流
れ

る
大
小
の
河
川
で
は
、
流
れ

第７回・第８回
合併協議会会議のお知らせ

第7回
  　日　時　２月２６日 （水）午後２時から
  　場　所　東部町総合福祉センター　講堂

第8回
  　日　時　３月１８日 （火）午後２時から
  　場　所　北御牧村役場　講堂
  備考　会議は公開を原則としており、傍聴す
  　　ることができます。（定員は３０名です。）
  　※ビデオ・カメラ・録音機等の持ち込みは
  　　できません。

この印刷物は古紙１００％を使用しています。

も
短
く
水
量
も
乏
し
い
う
え
に
、
南
面

傾
斜
の
地
形
で
は
農
耕
地
に
十
分
な
水

を
注
ぐ
こ
と
が
困
難
で
し
た
。

　

東
部
町
の
烏
帽
子
〜
三
方
ヶ
峰
系
は
、

も
と
も
と
山
が
浅
く
、
そ
こ
の
谷
か
ら

流
れ
出
る
水
は
少
量
で
す
。
そ
の
乏
し

い
水
資
源
を
お
互
い
が
奪
い
あ
い
、
時

に
は
争
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

奈
良
原
の
沢
は
、
沢
の
水
を
６
対
４

に
分
け
て
、
測
る
桝
場
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
も
桝
場
だ
け
で
は
十
分

で
な
く
、
そ
れ
を
見
張
る
た
め
の
水
番

小
屋
を
つ
く
り
、
昼
夜
双
方
で
見
張
り

を
続
け
て
き
た
の
で
す
。

　

千
曲
川
・
鹿
曲
川
・
神
川
等
か
ら
の

揚
水
堰
は
、
洪
水
の
た
び
に
堰
の
取
入

口
の
破
壊
さ
れ
、
耕
作
者
の
重
い
負
担

に
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
地
域
は
水
の
恩

恵
を
受
け
た
反
面
、
そ
の
維
持
管
理
に

は
大
変
苦
労
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

○
池
と 
堰 
の 
灌  
漑 

せ
ぎ 

か
ん 
が
い

　

北
御
牧
村
の
降
水
量
は
わ
ず
か
に
年

間
７
５
０
ミ
リ
前
後
で
す
。
典
型
的
な

台
地
地
形
の
御
牧
ヶ
原
台
地
や
八
重
原

台
地
に
、
小
さ
い
川
は
あ
っ
て
も
流
水

量
が
少
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
湧
き
水

や
雨
水
を
溜
め
、
池
を
つ
く
り
利
用
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
村
内
に
は
大
小

合
せ
て
２
０
０
以
上
の
た
め
池
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
池
の
土
は

粘
土
質
で
保
水
力
が
高
く
、
い
っ
た
ん

水
を
池
に
た
め
る
こ
と
に
よ
り
水
が
あ

た
た
め
ら
れ
、
稲
作
に
は
大
変
良
く
、

う
ま
い
米
の
評
判
を
呼
ぶ
原
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
重
原
に
あ
る
堰
の
開
発
は
、

て 
歴 
史 

を 

た 

ず 

ね 

その参 

事務局から

東部町 

北御牧村 

上信越自動車道 

千
曲
川 

しなの鉄道 

たなか駅 

しげの駅 
八重原堰 

桝場 
奈良原 

至湯の丸 

立科町から 

筆者　長岡克衛

六分水

四分水

桝場（東部町奈良原）

表紙写真　（上）２／５　新市将来構想策定委員会で決定した将来構想の原案が永井委員長から土屋会長へ手渡された。（左から川上副委員長、永
　　　　　　　　　　　 井委員長、土屋会長、岩下副会長）
　　　　　（下） １／２８　新市名称候補選定小委員会第２回会議で共同記者会見を受ける大塚委員長（左から２人目）と、清水副委員長（一番左）

も
う
す
ぐ

春
で
す
ね
！

八重原堰（北御牧村八重原）
　　　　　　　　　　　　　「図説　北御牧村の歴史」から


